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電化の推進でCO２削減 1

2050年 CO2排出実質ゼロに向けて

〇 2020年10月、日本政府が、脱炭素社会の実現に向けて「2050年温室効果ガス排出量実質ゼロ」とする目標を表明しました。2050年CO2排出

実質ゼロに向けた取組みには、「電気空調」「電化厨房」「電気給湯」の活用が有効です。

〇 目標の達成に向けて、エネルギーを「つくる」～「つかう」までの様々な場面で、CO2排出ゼロの取組みが必要となります。

つくる時に、CO2排出削減

電源の『 脱炭素化 』

■ 分野別の電化率（2022年）

つかう時に、CO2排出ゼロ

『 電化 』の推進

再エネ主力電源化 原子力発電の活用 火力燃料転換 CCUS※技術 電気空調
電化厨房

分野 電化率

家庭 53%

運輸 2%

業務 58%

産業 22%

全体 27％

■空調の環境性比較（CO2排出量）

ガス 電気

▲28%

電気

(将来)

CO2大幅削減

・再エネと原子力発電を合わ

せた非化石電源の割合は、

28％（2022年度）

・2050年に向け、再生可能

エネルギーの主力電源化、

原子力発電の最大限の活用

に加え、CCUS等の技術

確立により、

電源の脱炭素化が進展

・電気は使用時に

CO2を排出しないエネルギー

・高効率な電気機器の中で、

ヒートポンプ機器は、

石油やガスなどの化石燃料を

使用する機器に比べ、

大幅なCO2削減が可能

・将来的に、電源の脱炭素化で

できた電気をつかうことで、

更なるCO2削減を実現

・日本の電化率は約27％、

これからの時代は、

『電化』がキーワード?

水素

バイオマス

アンモニア

（出典）資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」

■電力由来のCO2排出量と原単位の推移（使用端）
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（出典）環境省「2021年度（令和3年度）温室効果ガス排出・吸収量」（2023年4月）

及び資源エネルギー庁「 2030年度におけるｴﾈﾙｷﾞｰ需給の見通し関連資料」(2021年11月)をもとに作成

（出典）資源エネルギー庁「総合エネルギー統計2022年度」（2023年11月）

「2030年度におけるｴﾈﾙｷﾞｰ需給の見通し関連資料」(2021年11月)をもとに作成

■電源構成の推移（発電電力量）
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※CCUSとは「Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage」の略で、分離・貯留したCO2を有効利用する技術

(2021年度実績)

×

*事務所の冷房負荷（199MWh/年）及び暖房負荷

（86MWh/年）をもとに、各機器の効率（ＡＰＦ）
にてエネルギー消費量を算定して比較

*CO2排出原単位

電気 0.435kg-CO2/kWh
（電気事業低炭素社会協議会「2021年度全電源平均（全国）」 ）

ガス 2.23kg-CO2/Nm3

（環境省「 温室効果ガス排出量算定･報告･公表制度」）

「電化」の推進でCO2削減

電気給湯

＜全国の取組み＞
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カーボンニュートラルの実現に向けて 2

カーボンニュートラル実現に向け、電化しませんか？

学校

体育館

複合ビル

医療・老健施設

飲食店

工場
（社員食堂）

2 3１ ホテル
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送迎バス

2 3１

2 3１

2 3１

2 3１

2 3１

詳しくはコチラから

様々な施設において、電化 はエネルギー効率の向上や、CO2排出量の削減など多くのメリットがあります。

空調 冷暖房の電化１

大風量スポットエアコンは
狙った範囲を効果的に冷暖房
することができます。

電気瞬間湯沸器は、
給湯室や調理場などの手洗いにオススメ

▼弊社HP
電化厨房採用事例や、セ

ミナー情報などをHPにて

随時更新しております?

清掃がしやすく、床のドライ化（ドライシステム）が容易です

燃焼機器がないため、

厨房室内の温度・湿度管理が容易です

EVは、環境面の価値、モビリティ
としての価値に加え、非常用電源
として利用でき、レジリエンスの
向上に貢献

可搬型外部給電器は、EV/PHVに繋ぐことで
どこでも電気を供給することができます。

※一部外部給電器に対応していないEV車も
あります。

★ 電化によるお得な割引メニュー ＊ご加入には条件がございます。

電化厨房契約 オール電化割引蓄熱調整契約

厨房 調理の電化3 EV・EVバス4

給湯 温水の電化2

電化厨房は、火を使わない調理の
ため、燃焼排ガスの発生がなく、
換気量の低減が可能

EV

電気式空調は、省エネ性能の向上に加えて、環境負荷の少ない冷媒や
デジタル技術の活用などにより、その機能が年々進化し、高効率と環
境性能向上の両方を実現

業務用エコキュートは、自然冷媒とヒートポンプ技術を
活用し、電気瞬間湯沸器は、必要な時に必要な分だけ水
を瞬時に沸かすことで、高い省エネ性能を実現



3事例紹介【農業電化：ひなたいちご園さま】

ひなたいちご園さま（宮崎県宮崎市；2018年導入；ヒートポンプ栽培面積35a）

・ヒートポンプ＋重油加温器でハイブリッドハウス。ランニングコスト低減とCO2

排出力削減に貢献！

農業用ヒートポンプ 22.4kW×12台［ダイキン製］

エネルギー効率の良いヒートポンプを優先的に稼働
加温機の稼働を極力減らす事で重油使用量を削減

ヒートポンプと加温機の『ハイブリッド運用』



（参考）ヒートポンプによる省エネ・CO2削減

【エネルギー効率が6の場合】5の大気の熱＋１の電力→6の熱エネルギー

✓ 空気や廃熱などの既存エネルギーを吸収し、冷媒などを利用して熱に変換する仕組み
✓ 投入するエネルギーは冷媒の圧力を変えるのに必要な電力のみで、少ないエネルギーで

大きな熱エネルギーを得ることができます。

高効率なヒートポンプを利用することで省エネルギー・CO2の削減を図ることができ

ます。

（出典）ＪＥＨＣ「ものづくりに電気」
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5事例紹介【九州電力㈱ 総合研究所 実証試験施設：上寺いちご園】

九州電力㈱ 上寺いちご園（福岡県朝倉市；2019年導入；栽培面積921㎥）

・オール電化の太陽光利用型植物工場。温度や給液管理などを自動化して収穫時期

をコントロール。高収穫量で高品質のイチゴ栽培を検証しています！



6事例紹介【九州電力㈱ 総合研究所 実証試験施設：上寺いちご園】

・記録的な猛暑の中で支障なく早期収穫が実現できた反響は大きく、全国からの

イチゴ関係者の問い合わせが殺到した。



事例紹介（唐津農業協同組合さま）① 7



事例紹介（唐津農業協同組合さま）② 8



9（参考）ヒートポンプの周年的な活用

・イチゴの他にも、みかん、トマトや花き栽培など様々な生産現場でヒートポンプ

が活用できます。夜間冷房による収穫量増加、除湿による病害発生率減少など、

研究成果があります！


	スライド 0
	スライド 1: 電化の推進でCO２削減
	スライド 2: カーボンニュートラルの実現に向けて
	スライド 3
	スライド 4:  （参考）ヒートポンプによる省エネ・CO2削減
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 事例紹介（唐津農業協同組合さま）①
	スライド 8: 事例紹介（唐津農業協同組合さま）②
	スライド 9

